13年やわらぎサミット　−広域７町長が合併を語る−
「住民主体のまちづくりを始めよう　今、合併模索の時！」
をテーマに、法隆寺青年会議所が主催して、やわらぎサミットが

７月１４日（土）に王寺町文化福祉センターで開催されました。

王寺広域圏７町の各町長がパネルディスカッションに参加し、

市町村合併について思いを語りました。私は青年会議所のＯＢでも

あり、参加しました。そのやりとりをお伝えします。

☆７町長の市町村合併についての基本的な考え方

安堵町・島田町長　首長主導の合併よりも議会や住民主導の発議が望ましい。

行政コストは下げなければならないので、合併は前向きに考えたい。

斑鳩町・小城町長　少子高齢化が進んでいるが財政はむしろ厳しくなる。

合併は避けて通れない。青年会議所（ＪＣ）や各種団体、議会などが広域は

どうあるべきか真剣に議論して頂きたい。状況が難しいなか、篠山市のように

議会主導で進めた例もある。かつて武安町長が提案したように懸命に考え

なければならない。

王寺町・植田町長　青年会議所が配布したチラシは、見方によって住民に

誤解を与える内容があるので正確な情報を伝えてもらいたい。地方分権と

少子高齢化が進むなか市町村は厳しい状況にあり、合併も必要である。

行政主導より住民の理解のもとで機運を高めてゆくのが望ましい。

河合町・岡井町長　先の３町長と同じような意見である。今は合併の夢を

問い詰め、住民の機運を調整する段階である。いわば田植えをしたばかりで、

これから稲は根を張って育ってゆく。議会とも協議し、住民にメリットや

デメリットを訴えかけることが大切である。時間をかけて足下を固める必要が

ある。

上牧町・杉田町長　合併については７０％以上の住民が賛成しているが、

少子化が進むなか、住民ニーズが高度化し、多様化している。広域７町の

合併は理想である。しかし、これまでの伝統をどう守るかといった意見もある。

住民に合併のメリットやデメリットを示して、広範に住民で議論して頂きたい。

三郷町・秋田町長　合併は賛成である。７町は大阪のベッドタウンと

なっているが、交付税が６に対して自主財源が４の割合となっている。

まだ合併で何が変わるのか見えてこないので、いろんな分野で検討し住民に

示す。困難はあっても７町を一つとして推進すべきだ。

平群町・中筋町長　平群町も３０年になるが、７町広域で事務事業も順調で

ある。広域７町はベターであり、自分も勉強し、国・県とも相談して進めて

行きたい。ＪＣは地域のリーダーとしてこれからもよろしくお願いしたい。

☆会場から参加者の発言

上牧町の住民　合併問題については、ＪＣのチラシで初めて知った。これ

からどうなるか、町長らは積極的に発言して欲しい。建前だけでなく本音で

議論して貰いたい。

上牧町の住民　合併について住民に情報提供し、メリットやデメリットを

投げかけていないと分からない。今まで何年もかかって何をしてきたのか、議会に気を遣いすぎではないのか、住民はどこへ行ったのか。

王寺町の住民　この会場に１２０〜１３０人来ているが、議員はいったい

何人来ているのか。

平群町の議会議長　広域圏議長会の会長をしているが、ＪＣからは何の話し

もなかった。それでも何人かの議員は自主的に参加している。

· 土谷宗一氏（県市町村行政体制整備検討懇話会メンバー）の基調講演

　市町村合併は、日本の構造改革の一つであり、主として財政問題である。

　日本の構造改革は、１５年前に中曽根内閣時代に作成された「前川リポート」に始まる。国民生活の歴史的転換がテーマであった。小泉改革は、そのうち

手をつけてこられなかった部分の総仕上げである。

　構造改革は、規制緩和の取り組みでもあり、経済活動の全般に及ぶ。企業、個人はもちろん、公的部門（政府、県、市町村、外郭団体など）にも関係する。

　市町村に関しては、地方財政の効率化と市町村合併である。市町村合併を

進めるにあたって、住民が賛成・首長が反対ではどうしようもない。地方財政改革の痛みはとうぜん住民に及ぶのであるから、執行部は住民を説得しなければならない。

☆法隆寺青年会議所の広域７町アンケート

　やわらぎサミットに向けて、７月１日現在で住民１，０３８人、首長・議員

７９人のアンケート結果を発表した。

住民に対し「お住まいの市町村が、合併することに賛成しますか」

　　賛　成　　　　　　　　　　２５．０％　（うち上牧町　２８．６％）

　　どちらかというと賛成　　　３０．３〃　（　　　　　　４２．９〃）

　　反　対　　　　　　　　　　１３．７〃　（　　　　　　１０．７〃）

　　どちらかというと反対　　　２０．８〃　（　　　　　　１６．１〃）

　　無回答　　　　　　　　　　１０．１〃　（　　　　　　　１．８〃）

首長・議員に対し「自らの区域内における市町村合併の推進の必要性は、

ありますか？」
　　必要ある　　　　　　　　　４６．８％　（うち上牧町　７５．０％）

　　どちらかといえば必要ある　２０．３〃　（　　　　　　２５．０〃）

　　どちらかといえば必要ない　２１．５〃　（　　　　　　　０．０〃）

　　必要ない　　　　　　　　　１０．１〃　（　　　　　　　０．０〃）

　　無回答　　　　　　　　　　　１．３　　（　　　　　　　０．０〃）

★やわらぎサミットに参加して、堀内英樹の感想

　７町の町長が公開の場所で顔を揃えることはそうそうない。大きな選挙か、

このサミットぐらいだと思う。市町村合併に対する７町長の見解は、ニュアンスの差はあるものの、全員とも賛成である。どう進めるのかについても、議会と相談し、住民の機運を盛り上げるという。つまり、首長自ら住民に積極的に提起し、説得するなどの姿勢は感じられなかった。基調講演した土谷宗一氏がいうように、住民の間に賛否両論があるからだろう。

　市町村合併に関する情報公開についても議論されたが、公開することに特に異論はなかった。問題は、住民に対して町長や役場職員がどれだけ積極的に情報を出すのかにある。また具体的に、合併によって財政がどう変わるのか、議員数がどうなるのか、職員数がどうなのか、住民サービスはどう変化するのかなど、住民が判断するうえでの資料をわかりやすく提供できるかどうかだ。

　アンケート結果はでは、市町村合併に賛成する住民が５５．３％、必要があると考える首長・議員が６７．１％である。合併については、一見して住民よりも首長・議員の方が積極的であるかの結果であるが、私はむしろその逆であると見ている。なぜならば、首長・議員は建前でしか答えないからである。口では賛成というが、腹の内では本当のところはどうなのか分からない。

　いずれにしても、市町村合併は最終的に住民がその意思で決めることだ。

その結果についても、住民が自ら受けることになる。はて？どうするのか、

介護保険とともに住民自治が問われることになる。

★市町村合併をめぐる当面の動きについて

　奈良県町村議会議員シンポジウム「市町村合併について」

　　８月８日（水）１３時３０分〜１６時１０分

　　奈良県社会福祉総合センター（橿原市）

　　内容は、関　奈良県副知事の基調講演とパネルディスカッション

　市町村行政体制整備検討懇話会（中和地域対象の地域懇話会）

　　８月２３日（木）１４時〜１６時

　　橿原ロイヤルホテル

　　王寺周辺広域、葛城広域、橿原・高市広域を対象とした

　　首長・議長が参加し、市町村合併について意見具申

　堀内英樹は、両行事に参加する予定です。

　内容の報告と資料の提供をホームページなどでさせて頂きます。

　市町村合併について、みなさんのご意見を「掲示板」などにお願いします。

